
元号一覧

初代正家が尾道に住む 729
万葉集「梅花の歌」大伴旅人 730
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9世紀10世紀11世紀

この頃尾道では、神社やお寺がさかんに建てられる

平安京遷都 794（京都）菅原道貴、大宰府に左遷の折尾道の長江の小麦畑に寄る
　901

尾道の北部の世羅の豪族によって、
　世羅台地に広がる荘園、大田荘が開かれる

壇ノ浦の戦い、平氏滅亡 1185
備後国の大田荘が紀州高野山領になり、備後国に大和伝の刀が伝わる 1186

平清盛が太政大臣になる 1167

この頃から、大田荘が平氏の領地となる 1166

「尾道」という名前が初めて歴史上に登場する 1081

日本刀五力伝の一つ大和伝が奈良で起こる

鎌倉幕府成立
　1192

鎌倉幕府滅亡 1333

浅野長晟
　「大三原」拝領 1598
石田三成捕縛 1600
　刀 貝三原 「さゝ のつゆ」
江戸幕府成立 1603
大阪夏の陣 1615
　豊臣家滅亡

其阿弥藤右衛門が尾道で鐔工になる 1631
尾道に鍛冶屋町の記録がある 1638

赤穂浪士討ち入り 1702江戸幕府滅亡
紀州徳川家留守居役伝来刀 銘 尾道住正光　

松浦静山が
　日光東照宮参拝に
　　備後三原正近の刀を
　　　持参 1799

明治維新 1868
廃刀令により其阿彌鍛冶屋を止める 1876

其阿弥長行と正光の毛抜形太刀が国賓（現在は国の重要文化財）に指定 1915
明仁親王（現上皇陛下）御生誕祝いとして鹿児島の島津家より、太刀 銘 正家が献上 1934

第二次世界大戦後に接収された三原の刀（赤羽刀）の一部が広島県に返還 1995
備後国の貝三原正近の後裔が
　姫路に移住 銘 大和守藤原正家

直助権兵衛の事件が起こる 1721
　脇差 銘 三原則光

室町幕府成立 1338
「三原」の文字が 文献上
　に初めて現れる
　　　　　1350

南北朝の合一 1392

この頃から、尾道にすぐれた刀工が
　いることが世間に知れ渡る 1366

六代正家の存在が伝えられる 1306～1307

尾道に立ち寄った時宗の真教上人から、六代正家が其阿弥の法名を賜る 1313
六代正家が備後国糸崎で刀作りを始める 1316

後醍醐天皇即位 1318

応仁の乱（京都） 1467

山名宗全が尾道を支配下に置く

毛利元就が吉田郡山城主になる 1523
　この頃から、三原鍛冶は毛利家
　　のお抱え刀工になる

毛利隆元が厳島神社に三原の刀を寄進

文禄・慶長の役 1592
豊臣秀吉が尾道に
　名護屋までの
　　「継ぎ船」を置く
毛利秀元が厳島神社
　に三原の刀を寄進

室町幕府滅亡 1573
毛利の水軍が石山本願寺に
　兵糧米を入れる 1576
本能寺の変 1582
毛利輝元が上洛して
　豊臣秀吉と対面 1588
豊臣秀吉が刀狩を命じる 1588
豊臣秀吉が全国を統一 1590 毛利元就が中国地方を統一 1566

小早川隆景が三原城を築く 1567
　三原城の二の丸に三原鍛冶の鍛冶屋敷が出来る
足利義昭を奉じ、織田信長入京 1568

「最上大業物」の正家の登場
尾道から10数万振りの大量の
　刀を輸出（日明貿易） 1404

大伴家持により
　万葉集の編纂が終わる 771

平城京に遷都
　710（奈良） 大宝律令完成 701

　刀剣に関する記述
　　「年月及び工匠ノ姓名ヲ鐫題セシム」

大化の改新 645
　初めて年号を建て「大化」とする
備後国（現在の広島県東部）
　・安芸国（現在の広島県西部）が誕生する 646

せんだい
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